
活かし活かされる与贈循環の実践

哲学塾2017
■日　　時：2017年10月22日（日） 10:00～17:00
■会　　場：森の共育実修所「点塾」
■参加人数：36名

［プログラム］
■清水博先生よりメッセージ
■基調講演「おかげさま・おたがいさまの社会を実現する」
■リビングライブラリー
■総括

　毎年恒例となっている哲学塾。今年は初めての試みとして、NPO法人場の研究所
所長・清水博先生をお招きするとともに、東京、愛知、新潟から与贈の実践者ゲスト
の方にもご参加いただき、その取り組みを共有しました。
　基調講演はヒューマンヘルスケアのエーザイ株式会社知創部部長・高山氏の実践
としてリビングラボの活動をご紹介いただきました。リビングライブラリーでは6組の
実践者の方を囲んで、各グループに分かれて活動に対する質問やそれぞれの課題を
共有しました。参加者の方々も皆各地で実践されている方々ばかりだったので、グ
ループでの話し合いもお互いの活動のヒントになったようです。
　当日は台風が日本列島を直撃し、ゲストの方々の交通状況にも影響が出たほど。そ
んな状況の中でご協力・ご参加いただいた皆様に感謝申し上げます。ここからまた新
たな交流と実践が生まれる予感がする講座でした。
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　点塾で「場の研究所」の清水博先生をお招きして恒例になっている「哲学塾」。名古屋、東京、
新潟で資本主義に限界を感じ、新しい持続可能な社会づくりに取り組んでおられる方々が四十
名近く集まられ、とても素敵な出会いと交流の場になりました。清水博先生の講話は、場は、外
側にあるものではなく、場に与贈することによって心の中に映し出されるものであるという最先
端の場の理論でした。このお話とゲストの方々の事例を聞いていて、「想いやイメージが先」と考
えていた意識が一変し、「与贈が先で、与贈することによって想いやイメージが生まれる」という
ことに気づかされたのでした。
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